
これからの自治・地域を

どう構想するか
―― beyondコ ロナの視点から

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

創
造
的
破
壊
か
ら
地
域
産
業
の
再
構
築
ヘ

ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
研
究
所
代
表
取
締
役

閣
囚
　

工
羊

ヱ
Ｊ

人
口
減
と
高
齢
化
が
極
端
に
同
時
進
行
す
る
日
本
の
社
会
に
あ
っ
て
は
、
既
存
の
発
想
や
日
の
前
の
対
処
療

法
で
は
、
地
域
経
済
の
立
て
直
し
は
不
可
能
に
近
い
。　
一
方
で
、
目
を
凝
ら
し
て
み
れ
ば
、
世
界
的
温
暖
化

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
浸
透
す
る
な
ど
の
中
で
、
日
本
が
保
有
す
る
自
然
資
源
や
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
見
込
め
る
。
そ
こ
で
、
創
造
的
破
壊
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
と
向
か
う
た
め
に
、

地
域
経
済
の
再
構
築
と
産
業
構
造
の
新
陳
代
謝
を
提
案
し
た
い
。

地
域
経
済
活
性
化
指
標
の
転
換

人
口
減
少
が
続
く
中
で
、
小
規
模
で
３

大
都
市
圏
か
ら
遠
い
自
治
体
で
は
、
２
０

３
０
年
頃
か
ら
１５
歳
～
６４
歳
の
生
産
年
齢

人
口
数
よ
り
も
６５
歳
以
上
の
老
齢
人
口
数

が
多
く
な
る
超

・
超
高
齢
化
社
会
に
突
入

す
る
。
労
働
者
が
高
齢
者
を
支
え
る
と
い

う
構
造
が
壊
れ
る
と
同
時
に
、
地
域
を
支

え
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
そ
の
も

の
が
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
現
状
が
見
え

て
き
た
。

従

っ
て
、
経
済
成
長
指
標
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
あ
る

い
は
、
国
民
総
所
得

（Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
を
使

っ

て
き
た
が
、
今
後
は
、
ど
れ
だ
け
幸
せ
に

な

っ
た
の
か
、
日
本
の
文
化
や
食
が
ど
れ

だ
け
海
外
に
浸
透
し
た
の
か
等

「質
の
豊

か
さ
」
を
新
指
標
に
据
え
る
な
ど
の
再
定

義
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
、
生
命
が
脅
か
さ
れ
、
お
金
が
あ

っ

て
も
幸
せ
に
な
れ
な
い
と
気
付
き
、
人
々

の
関
心
が

「所
有
」
と
い
う
物
欲
か
ら
、

家
族
団
ら
ん
や
地
球
貢
献
等
の

「
コ
ト
」

へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
自
己
肯
定
感

・
幸

福
感
が
も
た
ら
す

「
豊
か
な
生
き
方

¨

薫
＆
‐ぎ
】混

（
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
と

へ
価
値
判
断
基
準
が
転
換
し
て
き
た
と
言

え
る
。

創
造
的
破
壊
か
ら
地
域
経
済
の
再
構
築

か
つ
て
経
済
学
者
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー

は
、
「経
済
発
展
と
い
う
の
は
、
新
た
な

効
率
的
な
方
法
が
生
み
出
さ
れ
れ
ば
、
そ

れ
と
同
時
に
古
い
非
効
率
的
な
方
法
は
駆

逐
さ
れ
、
そ
の

一
連
の
新
陳
代
謝
を
指

す
」
と
言

っ
た
。
創
造
的
破
壊
は
、
経
済

発
展
そ
の
も
の
で
あ
り
、
持
続
的
な
経
済

発
展
の
た
め
に
は
絶
え
ず
新
た
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
で
創
造
的
破
壊
を
行
う
こ
と
が

重
要
と
説
い
た
。

人
口
減
と
高
齢
化
が
極
端
に
同
時
進
行

す
る
日
本
の
社
会
に
あ

つ
て
は
、
既
存
の

発
想
や
対
処
療
法
で
は
、
地
域
経
済
の
立

て
直
し
は
不
可
能
に
近
い
。　
一
方
で
、
世

界
的
温
暖
化
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
浸
透
す
る
な

ど
の
中
で
、
日
本
が
保
有
す
る
自
然
資
源

や
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
ビ

γ゙
不
ス
チ
ャ
ン
ス
も
見
込
め
る
。

そ
こ
で
、
創
造
的
破
壊
か
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ヘ
と
向
か
う
た
め
に
、
次
の
３
視

点
か
ら
地
域
経
済
の
再
構
築
と
産
業
構
造

の
新
陳
代
謝
を
提
案
し
た
い
。

①
人
口
減
が
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
１
次
産
業

せき・さちこ 法政大学大学院政
策 科 学 研 究 科 修 士 課 程 修 了 .

1980年 東京都三鷹市役所入庁。
企画部企画調整室を経て、1999

年株式会社まちづくり三鷹に派遣。

2010年より株式会社ローカルフ
ァースト研究所代表取締役。2012
年より東洋大学大学院経済学研究

科客員教授。内閣府自治体SDGs
推進評価・調査研究委員。郵政民

営化委員。2009年 10月 から10
年9月 まで、内閣府企業再生支援

機構担当室、政策企画調査官とし

て、地域再生にも携わる。地域産

業政策、地域の資源を使って新し

い産業を創出する専門家。

「

ヽ′・　
　
別
廂
褻
η
ｌらヽ

②
国
内
回
帰
に
よ
る
お
家
芸
復
活
ヘ

③
金
融
機
関
の
国
内
再
投
資

。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
拡
大
ヘ

人
口
減
が
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
産
業

人
口
減
を
課
題
と
捉
え
が
ち
だ
が
、
土

地
資
源
活
用
型
産
業
で
は
、
人
が
少
な
い

地
域
が
有
利
と
な
る
場
合
が
多
い
。
農
業
、

林
業
、
畜
産
業
な
ど
の
１
次
産
業
、
風

力

・
水
力
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
等
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
そ
の
代
表
と
な
る
。
い

ず
れ
も
、
大
規
模
化
や
ド
ロ
ー
ン
等
の
新

技
術
に
よ
り
早
期
に
大
胆
に
可
動
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
作
業
や
搬
入
搬
出
時
の
音

や
臭
気
、
安
全
対
策
等
が
軽
減
さ
れ
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
か
ら
だ
。
こ
こ
で

は
、
１
次
産
業
を
中
心
に
提
案
し
よ
う
。

０
自
給
率
ア
ッ
プ
で
稼
ぐ
農
業
ヘ
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２
０
２
１
年
度
の
食
料
自
給
率
は
、
全

体
で
６３
％
で
、
米
の
自
給
率
が
９８
％
で
平

均
を
押
し
上
げ
て
い
る
。　
一
方
、
小
麦
１７

％
、
大
豆
２６
％
ヽ
畜
産
物
１８
％
と
主
要
食

品
の
自
給
率
は
非
常
に
低
い
。
見
方
を
変

え
れ
ば
、
輸
入
制
限
の
中
で
は
、
国
内
生

産
の
伸
び
し
ろ
は
大
き
ぐ
、
食
料
自
給
率

を
高
め
る
方
向
に
転
換
す
れ
ば
、
成
長
拡

大
が
見
込
め
る
産
業
分
野
と
言
え
る
。
特

に
地
域
面
積
が
広
く
人
口
が
少
な
い
自
治

体
で
は
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
な
る
。

問
題
視
さ
れ
て
い
る
農
家
数
の
減
少
、

高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
は
、
農
業
を
稼
げ

る
産
業

へ
と
転
換
す
る
上
で
は
大
き
な
ハ

ー
ド
ル
と
は
な
ら
な

い
。
日
本
の
農
地

は
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

「農
地
解
放
」

で
農
地
を
小
さ
く
刻
ん
だ
こ
と
で
兼
業
農

家
や
小
規
模
農
家
を
生
ん
だ
背
景
が
あ

る
。
彼
ら
の
市
場
か
ら
の
退
場
は
、
ま
さ

に
創
造
的
破
壊

の
過
程
で
は
必
然
で
あ

り
、
今
後
は
、
農
地
集
約
に
よ
る
規
模
拡

大
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ

る
省
力
化

・
精
密
化
や
高
品
質
生
産
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
、
農
業
生
産
法
人
や

企
業
経
営

へ
の
転
換
等
が
そ
の
解
決
策
と

な
る
。
こ
の
解
決
手
法
は
、
農
業
分
野
を

超
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
、
法
人
化
の
企
業
経

営
手
法
な
ど
の
複
合
的
な
産
業
と
な
り
、

１
次
か
ら
４
次
産
業
ま
で
を
横
断
す
る
産

業
と
な
る
。
同
時
に
農
水
省
の
米

一
辺
倒

政
策
の
転
換
も
不
可
欠
な
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

そ
の
モ
デ
ル
が
、
宮
城
県
美
里
町
に
株

式
会
社
舞
台
フ
ア
ー
ム

（代
表
取
締
役
社

長

¨
針
生
信
夫
氏
）
が
２２
年
１０
月
に
完
成

さ
せ
た
次
世
代
型
レ
タ
ス
エ
場

「
グ
リ
ー

ン
ベ
ー
ス
」
だ
。
７
万
５
０
０
０
２ｍ
の
敷

地
に
、
５
万
２ｍ
の
オ
ラ
ン
ダ
式
ハ
ウ
ス
が

建
設
さ
れ
て
お
り
、
播
種
か
ら
栽
培
ま
で

を
自
動
化
し
た
最
新
鋭
の
水
耕
栽
培
設
備
、

生
育
環
境
を

一
定
に
保
つ
環
境
制
御
装
置

や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
備
等
を
設
置
し
、
年
間
を
通

じ
た
安
定
生
産
を
可
能
と
し
た
。
栽
培
は

土
を
固
め
た
培
地
ソ
イ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
を
使

用
し
、
野
菜

へ
適
度
な
養
分

・
水
分
を
提

供
で
き
、
葉
が
肉
厚
で
、
高
品
質
な
レ
タ

ス
を
１
日
当
た
り
３
万
～
４
万
株
生
産
。

主
に
業
務
用
と
し
て
中
食

・
外
食
関
連
で

の
利
用
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
ー

パ
ー
な
ど
へ
の
販
売
も
行
い
、
年
間
売
上

高
約
１３
億
円
を
目
指
し
て
い
る
。

②
本
気
林
業
へ
転
換

日
本
は
国
土
面
積
の
う
ち
森
林
面
積
が

約
３
分
の
２
を
占
め
る
世
界
有
数
の
森
林

国
で
あ
り
、
戦
後
に
植
え
た
本
が
伐
採
適

齢
期
と
な
り
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を

本
気
で
産
業
化
し
な
い
手
は
な
い
。
ウ
ツ

ド
シ
ョ
ッ
ク
も
影
響
し
国
内
製
材

へ
の
関

心
も
高
ま

っ
て
き
た
。

本
気
林
業

へ
の
取
り
組
み
も
全
国
で
始

ま

っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
地
域
が
人

ロ
ー
６
０
０
人
の
岡
山
県
西
栗
倉
村
で
、

５０
年
前
の
森
林
を
手
入
れ
し
、
次
の
１
０

０
年
に
活
か
す

「百
年
の
森
構
想
」
を
０８

年
に
策
定
。
村
役
場
が
森
林
所
有
者
か
ら

森
林
を
預
か
り
、
公
費
で
間
伐
、
作
業
道

整
備
等
効
率
的
な
森
林
整
備
を
行

っ
て
い

る
。
同
時
に
全
国
で
初
め
て
三
井
住
友
信

託
銀
行
と
森
林
信
託
契
約
を
締
結
し
て
、

森
の
実
質
経
営
権
を
信
託
銀
行
に
委
ね
、

伐
採
、
製
材
、
販
売
と
い
う

一
連
の
経
営

を
銀
行
が
行
う
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
こ

の
手
法
は
所
有
と
利
用
を
分
離
し
、
実
力

あ
る
経
営
主
体
が
責
任
を
持

っ
て
産
業
化

す
る
と
い
う
仕
組
み
に
他
な
ら
な
い
。

木
材
流
通
は
、
伐
採
、
乾
燥
、
製
材
、

卸
、
販
売
等
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
複

雑
で
あ
り
、
価
格
が
高
く
な
る
構
造
に
あ

る
。
そ
こ
で
新
会
社
を
設
立
し
、
原
木
買

い
付
け
、
製
材
加
工
、
商
品
化
等
、
川
上

か
ら
川
下
ま
で
の

一
貫
体
制
を
構
築
し
、

自
ら
が
値
決
め
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
整
え
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
森
林
経

営
を
地
域
が
支
え
る
仕
組
み
で
あ
り
、
か

つ
て
は
、
ど
の
地
域
に
も
存
在
し
た
協

働

・
共
有
経
済

へ
の
復
活

へ
の
第

一
歩
と

な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
複
数
の
自
治
体

で
も
現
政
権
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
使
い
、
ド
ロ
ー
ン

映
像
を
解
析
し
て
、
森
林
の
実
態
調
査
を

行
う
等
、
森
林
の
Ｄ
Ｘ
化
も
加
速
し
て
き

た
。
建
築
基
準
法
改
正
で
、
木
質
構
造
に

よ
る
高
層
ビ
ル
建
築
も
可
能
と
な
り
、
現

需
要
以
上
に
製
材
、
耐
火
集
成
材
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
板
等
の
市
場
が
拡
大
す
る
。
東
京

。
日

本
橋
で
は
、
国
内
最
大

。
最
高
層
の
木
造

賃
貸
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
建
設
が
計
画
さ

れ
、
地
上
１７
階
、
高
さ
は
７０
ｍ
、
構
造
材

の
量
は
国
内
最
大
規
模
の
１
０
０
０
ぷ
超

に
な
る
。

＝
畜
産
業
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
エ
ア
ヘ

向
か
う

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
卵
に
番
号
が
つ
い
て

い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
０
番
は
、

Ｂ
Ｉ
Ｏ

（ビ
オ
）
と
印
字
さ
れ
、
そ
の
条

件
は
、
餌
が
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
、
太
陽
の
光
に

当
た
り
、
放
し
飼
い
で
あ
る
。
１
は
Ｎ
邑
２

＞
Ｈ”

（屋
外
）、
２
は
＞
Ｃ
∽
Ｏ
ｒ

（地
上
）
、

３
は

”
Ｚ

Ｏ
＞
Ｏ
Ｕ

（ケ
ー
ジ
の
中
）
。
こ

の
番
号
は
、
鶏
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い

よ
う
に
卵
を
生
産
し
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
ル
フ
エ
ア
」
視
点

で
あ
る
。

世
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
よ

つヽ
に
、
蒙
一

畜
に
と

っ
て
ス
ト
レ
ス
や
苦
痛
が
少
な
い

飼
育
環
境
を
め
ざ
す

「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
」
が
拡
大
。
Ｅ
Ｕ
で
は
９
年
前
か

ら
狭

い
ケ
ー
ジ
で
の
養
鶏
は
禁
止
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
は
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
な
ど
大
手

企
業
が

「
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
」
飼
育
の
卵

ヘ

と
切
り
替
え
る
動
き
も
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

視
点
か
ら
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
が
標
準
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
世
界
的
な
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

で
も
、
畜
産
業
全
体

へ
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
エ
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これからの自治・地域を■
四

■
どう構想するか

ル
フ
エ
ア
の
概
念
が
拡
大
す
る
。

一
方
、
日
本
の
卵
は
、
物
価
の
優
等
生

で
、
低
価
格
で
販
売
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

価
格
を
支
え
る
の
が
、
狭
い
ケ
ー
ジ
で
の

生
産
方
式
で
、
９０
％
を
占
め
る
。

日
本
で
も
ケ
ー
ジ
フ
リ
ー
の
動
き
も
あ

る
が
、
規
模
拡
大
や
手
間
、
経
費
が
掛
か

る
と
い
う
課
題
が
残
る
。
掛
か
っ
た
経
費

を
価
格
に
転
嫁
で
き
る
の
か
、
消
費
者
が

高
い
卵
を
受
け
入
れ
る
の
か
ま
だ
議
論
じ

て
い
る
。
し
か
し
、
卵
は

「安
い
」
か
ら
、

「安
全
で
美
味
し
い
」
と
い
う
商
品

へ
と

変
化
が
出
そ
う
で
あ
る
。
変
化
は
、
大
き

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
。

国
内
回
帰
に
よ
る
お
家
芸
復
活
ヘ

コ
ロ
ナ
が
長
引
く
中
で
、
海
外
の
輸
入

に
頼

っ
て
い
た
商
品
や
農
産
物
を
国
内
で

製
造
、
調
達
す
る
国
内
回
帰

へ
の
動
き
が

大
き
く
な

つ
て
き
た
。
世
界
情
勢
が
安
定

し
、
低
金
利
で
は
、
世
界
で
の
分
業
体
制

に
依
存
す
る
こ
と
は
、
資
源
が
な
い
日
本

で
は
最
も
効
果
あ
る
手
法
で
あ
る
。
し
か

し
、
金
利
上
昇
や
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の

賃
金
が
高
騰
し
、
今
や
日
本
人
が
安
い
労

働
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
逆
転
現
象
が
見

え
て
く
る
と
話
は
異
な
る
。

従

っ
て
、
２
０
２
３
年
は
、
潤
沢
な
国

内
資
金
を
国
内
産
業
に
大
胆
に
再
投
資
す

る
必
要
が
あ
る
。
最
初
に
国
内
回
帰
に
舵

を
切
る
の
は
、
半
導
体
産
業
で
あ
る
。
ス

マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ
、
家
電
、
自
動
車
等
あ
ら
ゆ

る
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る
半
導
体
の
供
給

不
足
が
、
多
く
の
日
本
企
業
の
前
進
に
足

か
せ
に
な

つ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
国
内
で
の
製
造
と

「日
本
の

お
家
芸
と
し
て
の
半
導
体
技
術
の
復
活
」

を
目
指
す
。
台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
Ｉ
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
の
熊
本
県
菊
陽
町

へ
の
誘
致
を

国
を
上
げ
て
行

っ
て
き
た
。
経
済
産
業
省

が
半
導
体
工
場
立
地
支
援
用
基
金
か
ら
７

割
超
と
な
る
４
７
６
０
億
円
を
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

に
出
す
。
計
画
で
は
、
工
場
の
従
業
員
１

７
０
０
人
の
う
ち
１
２
０
０
人
を
地
元
で

採
用
。
九
州
フ
ィ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
グ
ル
ー
プ

の
試
算
で
は
熊
本
県
の
経
済
効
果
は
１０
年

間
で
約
４
兆
３
０
０
０
億
円
と
も
い
わ
れ
、

初
任
給
の
上
昇
、
地
価
の
高
騰
と
、
稼
働

前
か
ら
そ
の
効
果
が
見
え
て
き
て
い
る
。

企
業
誘
致
だ
け
で
な
く
、
ソ
ニ
ー
、
Ｎ

Ｅ
Ｃ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
の
国
内
大
手
８
社
が
出

資
し
た
半
導
体
製
造
会
社

「
ラ
ピ
タ
ス
」

が
２２
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
。
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
が
背
水
の
陣
を
敷
き
、
ア
メ
リ
カ

の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
か
ら
の
技
術
支
援
を
得
て
、

２
ナ
ノ
と
い
う
超
微
細
の
半
導
体
製
造
に

挑
む
。
日
米
半
導
体
協
定
に
よ
っ
て
、
国

内
の
技
術
開
発
は
３０
年
間
の
空
白
が
あ
る

が
、
か
つ
て
の
現
場
技
術
者
が
い
る
う
ち

に
半
導
体
産
業
の
復
活
を
願
い
た
い
。

半
導
体
以
外
に
も
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
Ｅ
Ｖ

へ
の
加
速
が
進
む
自
動
車
産
業
、
サ
ー
キ

ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
の
資
源
循
環

型
ビ
ジ
ネ
ス
、
防
災

。
災
害
対
策
な
ど
の

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
分
野

へ
の
再
投
資
が
地
域

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
。

金
融
機
関
の
国
内
再
投
資

・

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
拡
大
ヘ

２‐
年
に
銀
行
法
が
改
正
さ
れ
、
人
材
派

遣
や
シ
ス
テ
ム
販
売
、
デ
ー
タ
分
析
や
広

告
事
業
、
事
業
会
社

へ
の
出
資
上
限
を
原

則
５
％
か
ら
１
０
０
％
可
能
と
す
る
な
ど

規
制
を
緩
め
た
。
同
時
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
に
向
け
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
拡
大
も
提

唱
し
て
き
た
。

こ
の

一
連
の
取
り
組
み
は
、
潤
沢
な
国

内

マ
ネ
ー
を
国
内
産
業
に
、
投
資

。
融
資

と
い
う
形
で
働
か
せ
る
戦
略
の

一
つ
だ
。

実
際
に
国
内
マ
ネ
ー
は
予
想
以
上
に
大
き

い
。
日
銀
の
２２
年
９
月
統
計
で
は
、
家
計

金
融
資
産
は
２
０
０
７
兆
円
で
、
預
金
１

１
０
２
兆
円
、
保
険

・
年
金

。
定
型
保
証

も
５
３
８
兆
円
と
過
去
最
高
を
更
新
。
企

業
内
部
留
保
も
５
１
６
兆
４
７
５
０
億
円

で
、
１０
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
や
Ｄ
Ｘ
事
業
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
の
拡
大
が
加
速
し
て
い
な
い
理
由
は
、

「短
期
的
な
リ
タ
ー
ン
が
見
込
み
に
く
い
、

事
業
評
価
で
き
る
人
材
が
い
な
い
」
と
い

う
点
が
大
き
い
。
こ
の
課
題
は
、
金
融
機

関
の
経
営
方
針
を
改
め
る
こ
と
や
、
専
門

人
材
育
成
も
し
く
は
事
業
実
施
か
ら
自
ら

が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
獲
得
す
る
こ
と
で
、

如
何
よ
う
に
も
解
決
で
き
る
。
要
は
や
る

か
や
ら
な
い
か
で
、
ト
ッ
プ
の
決
断
が
必

要
だ
。
実
際
に
、
山
陰
合
同
銀
行
は
、
２２
年

５
月
に
１
０
０
％
出
資
子
会
社
ご
う
ぎ
ん

エ
ナ
ジ
ー
を
設
立
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
の
発
電
事
業
に
参
入
し
た
。
金
融
機

関
が
電
力
子
会
社
を
設
立
す
る
の
は
全
国

初
で
、
脱
炭
素
化
に
取
り
組
み
、
３０
年
度

ま
で
に
１
０
０
億
円
程
度
を
投
資
し
、
山

陰
地
方
で
の
再
千
企
争
業
の
土
台
を
作
る
。

金
利
上
昇
を
視
野
に
入
れ
、
海
外
投
資

か
ら
国
内
投
資

へ
と
転
換
し
、
国
内

マ
ネ

ー
を
国
内
産
業
に
思
い
切

っ
て
大
胆
に
再

投
資
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
環
境
問
題
、
社
会
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
む
企
業

・
産
業
が
大
き
く
羽
ば

た
く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
今
こ
そ
金
融

の
出
番
で
あ
る
。

最
後
に

人
口
減
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
す
る
日

本
で
は
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
唱
え
る
創

造
的
破
壊
が
必
要
で
あ
り
、
異
次
元
の
発

想
と
大
胆
な
実
践
こ
そ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

旧
来
の
古

い
体
質
を
残
し
た
ま
ま
で
は
、

失
わ
れ
た
２０
年
が
さ
ら
に
伸
び
る
だ
け
だ
。

差
し
迫
る
老
い
の
現
実
は
あ
ま
り
に
も
厳

し
い
。
豊
富
な
国
内

マ
ネ
ー
を
有
効
活
用

し
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
い
。

―一 beyondコ ロナの視点から
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